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〔
参
加
者
の
感
想
〕 

一
日
も
早
く 

き
れ
い
な
空
気
を 

私
も
初
め
て
そ
の
中
に
加
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。 

大
会
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通

り
行
わ
れ
大
勢
の
方
々
の
お
話

を
聞
き
、
よ
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。 

 

者
の
医
療
費
救
済
制
度
」

の
創
設
で
す
。 

 

具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
国
会
請
願
署
名
、
紹

介
議
員
要
請
、
「
議
員
連

盟
」
の
結
成
、
環
境
省
と

の
「
勉
強
会
」
を
中
心
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
制
度
創
設
の
条

件
を
広
げ
る
た
め
に
自
治

体
か
ら
国
へ
の
「
意
見
書
」

提
出
運
動
、
自
動
車
会
社

等
か
ら
医
療
費
救
済
制
度

の
財
源
拠
出
を
求
め
る
こ

と
で
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹

介
議
員
で
は
、
衆
議
院
二

七
人
、
参
議
院
一
二
人
の

合
計
三
九
人
の
国
会
議
員

が
引
き
受
け
て
く
れ
ま

し
。 

 

ト
ヨ
タ
自
動
車
、
石
油
連

盟
な
ど
の
財
界
・
企
業
に
も

財
源
拠
出
の
協
力
を
求
め

て
要
請
行
動
が
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。 

 

二
年
間
の
取
組
の
到
達

を
ま
と
め
、
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
全
国
の
み
な
さ
ん

が
一
堂
に
集
ま
っ
て
意
見

交
換
し
、
今
後
、
二
年
間
の

方
針
を
決
め
る
の
が
全
国

大
会
で
す
。 

 

川
崎
か
ら
は
、
代
議
員
三

人
が
出
席
す
る
ほ
か
に
評

議
員
と
し
て
四
人
の
計
七 

い
ま
せ
ん
。 

環
境
省
と
は
、
制
度
創

設
を
め
ざ
す
「
勉
強
会
」

が
継
続
し
て
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。 

自
治
体
か
ら
の
「
意
見

書
」
は
、
三
月
二
三
日
、

横
浜
市
議
会
で
国
へ
の

意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。 

川崎公害病患者と家族の会の会員をふやしましょう！ 

病院の待合室で、ご近所で、お友達、知人で「ぜん息」で困っている人はいません

か？ 川崎の制度により２０歳未満は無料、２０歳以上６９歳までの方は１割負

担、７０歳以上で２割負担の方は１割が助成されます。手続きの方法など相談活動

を行っています。ぜん息でお困りの方がいましたら、今すぐ患者会に。 

電 話 ０４４－２１１－０３９１（川崎南事務所） 

     ０４４－８３３－９６０１（川崎北部事務所） 

    

 

 

一
番
目
は
、「
補
償
法
の

財
源
を
守
る
」
取
り
組
み
で

す
。
患
者
会
は
、
恒
久
的

な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と

を
環
境
省
に
求
め
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
自

動
車
重
量
税
か
ら
財
源
と

し
て
繰
り
入
れ
て
き
ま
し

た
。
財
源
の
繰
り
入
れ
に

は
、
法
律
で
繰
り
入
れ
期

限
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
は
期
限
を
区
切

ら
ず
、「
当
分
の
間
」
と
し
、

半
恒
久
的
な
財
源
確
保
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
成
果
は
、
各
地

患
者
会
が
、
連
合
会
に
団

結
し
、
勝
ち
と
ら
れ
た
も

の
で
す
。
み
ん
な
の
確
信

に
し
ま
し
ょ
う
。 

二
番
目
は
、「
ぜ
ん
息
患 

 

第
二
〇
回
全
国
公
害
患
者
の
会
連
合
会
の
定
期
大
会
が

五
月
一
三
日
、
一
四
日
、
名
古
屋
の
「
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル
」

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
前
回
の
大
会
で
は
、
補
償
法
の
財
源

を
守
る
こ
と
、
ぜ
ん
息
患
者
の
医
療
費
救
済
制
度
を
実
現

す
る
こ
と
を
車
の
両
輪
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
大
会
は
、
こ
の
二
年
間
の
活
動
と
到
達
点
を
総
括

し
、
新
た
な
方
針
を
決
め
る
場
で
す
。 

 

し
た
。
議
員
連
盟
結
成

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
、

中
心
に
な
っ
て
く
れ
る

議
員
を
つ
く
り
き
れ
て

い
ま
せ
ん
。 

 

人
が
参
加
し
ま
す
。 

 

認
定
患
者
の
生
活
を
守
り
、

ぜ
ん
息
を
発
症
し
、
悩
ん
で
い

る
新
た
な
患
者
の
医
療
費
救

済
制
度
を
つ
く
る
た
め
に
み

ん
な
で
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
も
、
ぜ
ん
息
で

苦
し
ん
で
い
る
患
者
を
「
川
崎

公
害
病
患
者
と
家
族
の
会
」
に

入
会
し
て
も
ら
い
、
患
者
会
の

力
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
知
り
合
い
の
患
者
に

入
会
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ

い
。 

 

平成３０年度の補償給付額が 

決まりました 
１、療養手当 

 
２、葬祭料 

 
３、介護加算 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈
五
月
の
予
定
表
〉 

  
 
 

一
日 

メ
ー
デ
ー
（
富
士
見
公
園
） 

 
 
 

二
日 

横
浜
患
者
会
会
議 

 
 
 

九
日 

コ
ー
ラ
ス
練
習
日 

 
 
 
 
 
 

東
有
馬
昼
食
会 

 
 

一
一
日 

川
崎
市
役
所
前
宣
伝 

一
二
時
か
ら 

 
 
 
 
 
 

第
七
回
幹
事
会 

 
 

一
三
日 

第
二
〇
回 

全
国
公
害
患
者
の
会
連
合
会
大
会 

 
 

一
四
日 

第
二
〇
回 

全
国
公
害
患
者
の
会
連
合
会
大
会 

 
 
 
 
 
 

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会 

 
 

一
五
日 

環
境
省
と
の
勉
強
会 

 
 

一
六
日 

市
民
連
絡
会
事
務
局
会
議 

 
 

一
七
日 

田
島
昼
食
会 

 
 

一
八
日 

織
田
昼
食
会 

 

 
 

二
三
日 

大
師
昼
食
会 

 
 

二
四
日 

コ
ー
ラ
ス
練
習
日 

 
 

二
五
日 

神
奈
川
共
同
行
動
打
合
せ 

 

 
 

二
七
日 

第
二
四
回
「
公
害
・
環
境
、
健
康
、 

ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」 

 
 

二
八
日 

市
民
連
絡
会
幹
事
会 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

五
月
二
七
日
（
日
）、
午
前

一
一
時
か
ら
Ｊ
Ｒ
溝
の
口
駅

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で

「
公
害
・
環
境
、
健
康
、
ま

ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」
が
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。 

 

川
崎
公
害
裁
判
が
企
業
と

解
決
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

川
崎
公
害
を
風
化
さ
せ
な
い

こ
と
、
川
崎
市
内
の
環
境
破

壊
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
、
緑

を
守
る
事
な
ど
を
テ
ー
マ
に

取
り
組
ま
れ
始
め
た
も
の
で

す
。 

 

患
者
会
は
、
公
害
の
ビ
デ

オ
、
手
作
り
品
の
販
売
な
ど

で
参
加
し
ま
す 

「
森
友
・
加
計
疑
惑
の
真

相
究
明
」
、
「
安
倍
首
相

退
陣
」「
内
閣
総
辞
職
」

を
求
め
る
国
会
前
行
動

が
四
月
一
四
日
、
取
り
組

ま
れ
、
患
者
会
か
ら
六
名

が
参
加
し
ま
し
た 

 

国
会
前
で
行
わ
れ
た

行
動
に
は
五
万
人
が
参

加
し
、
全
国
二
〇
カ
所
以

上
で
抗
議
の
行
動
が
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

 

国
会
前
は
「
ひ
と
、
ひ

と
、
ひ
と
」
の
大
波
。 

 

安
倍
首
相
の
真
相
隠 

 
 

し
に
多
く
の
国
民
が
怒

り
、
国
会
を
取
り
ま
き
ま

し
た
。 

 
患
者
会
は
、
こ
の
集
会

の
中
で
、
「
ぜ
ん
息
患
者

の
救
済
制
度
を
求
め
る
署

名
」
八
二
筆
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

四
月
一
三
日
（
金
）、
日

航
ホ
テ
ル
で
川
崎
合
同
法

律
事
務
所
開
設
五
〇
周
年

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、

四
二
〇
名
を
超
え
る
方
が

集
ま
り
、
大
盛
況
で
し
た
。 

 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

川
崎
公
害
裁
判
提
訴
時
や

企
業
と
の
和
解
式
の
場
面

も
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。 

 

川
崎
公
害
裁
判
は
、
川

崎
合
同
法
律
事
務
所
の
弁 

護
士
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
勝
利
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

裁
判
解
決
後
も
「
被
害

者
の
完
全
救
済
、
公
害
の

根
絶
、
環
境
再
生
と
ま
ち

づ
く
り
」
の
課
題
な
ど
患

者
に
寄
り
添
っ
て
、
一
緒

に
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。 

 

心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
、
こ
れ
か
ら
も
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。 

相
談
は
、
川
崎
合
同
法
律

事
務
所
へ
。 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
抽

選
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

豪
華
記
念
品
が
当
た
っ

た
患
者
も
い
ま
し
た
。 

楽
し
い
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
し
た
。 

 

 

 

 

 

 


